
令和７年度 学校報 ６月号

校訓 誠実 学校教育目標 ひとすじに たくましく うつくしく

令和５年から５か年計画で策定された国の教育振興基本計画には、そのコンセプトのひと
つとして「日本社会に根ざしたウェルビーイングの向上」が掲げられています。ウェルビー
イングとは、個人や個人を取り巻く環境が身体的・精神的・社会的に良い状態であることを
いいます。そして、その実現とは多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに、
地域や社会が幸せや豊かさを感じられるようになることです。

ウェルビーイングな学校の実現を目指して

ウェルビーイングな学校の実現

学校において子どもたち一人一人のウェルビーイングを高めるためにはどうしたらよいでし
ょうか。子どもたちのよりよい成長のためには、教職員も含めた学校に関わるすべての方々の
ウェルビーイングの充実が必要となります。子どもたちの学びの土壌や環境を良い状態に保つ
ことで、子どもたち一人一人が幸福や生きがいを感じることができ、結果として家庭や地域全
体のウェルビーイングの向上につながるものであると思います。

５月はこのウェルビーイングな学校の状態を感じる場面が多々ありました。特に、雨のため
体育館で行うことになった体育祭は、子どもたちの輝く場面がたくさんありました。当日は保
護者や地域の方々が大勢足を運んでくださり温かい声援を送ってくださったおかげで、子ども
たちは準備期間から創り上げてきたものを精一杯披露することができました。見る側も、見せ
る側も幸福感満載のひとときであったと思います。（体育祭：１０日体育祭・１４日記録会）

「自助・共助・公助」の精神
２３日に「地域防災合同訓練」を行い
ました。洪水被害により学校が避難所
となることを想定した訓練でしたが、
地域の方々と共に倉庫から非常食等の
物資を運んだり、簡易テントやベット
を組み立てたりしながら、災害時に想
定される動きを体験しました。
当日は新たな学びや発見の宝庫でし

た。近年、自然災害とは常に隣り合わ
せとなっております。今回、子どもた
ちが自分なりにできることを感じて、
考えて、動いたことは、これから地域
社会で生きていく上で、自分はもちろ
ん地域を支える力となるはずです。

全ての子どもが安心して学び、生活できる学校
「明日も学校に行きたいな」

保護者・地域住民に信頼される学校
（学校運営協議会等との連携・協働）

教職員等が気持ちよく働ける学校
（心身の健康・働きがい）


